
記者発表資料 

                         令和２年３月１２日 

                        南三陸国道事務所 

 

三陸沿岸道路と東北横断自動車道が連結して１年 

開通効果、交通状況の変化について 
－ 物流機能向上による生産性向上 － 

－ 観光面で三陸沿岸地域の近さを実感、リピート観光へも期待 － 

「物流機能向上による産業の効率化」 

 ・物流機能の向上によりコンテナ取扱量が過去最高に 

 ・内陸中心の物流から三陸沿岸との２軸連携の物流へ 

「地場産業の支援」 

 ・岩手県が誇る三陸産あわびの鮮度を維持 

 ・水産加工品の生産効率を向上 

「観光における地域活性化、ＲＷＣ観客輸送実績と周辺観光の効果」 

 ・復興道路･復興支援道路沿線「道の駅」と観光振興 

 ・ラグビーワールドカップ 2019™釜石開催 観客輸送と周遊観光 

 

【参考】交通状況 

 ○開通後の都市間交通量 

  三陸沿岸道路 陸前高田市-大船渡市   １３，７００台／日 

     〃   大船渡市-釜石市     ６，０００台／日 

     〃   釜石市-宮古市     １２，１００台／日 

  東北横断自動車道 釜石市-遠野市    ８，４００台／日 

     〃     遠野市-花巻市   １０，２００台／日 
 

岩手県政記者クラブ、釜石記者クラブ、宮古記者クラブ、大船渡記者クラブ、東北専門記者会 

 

問 い 合 わ せ 先 

    国土交通省 東北地方整備局 南三陸国道事務所  （代表）電話：０１９３－２８-４７３１ 

                    副 所 長    古
こ

 川
がわ

 哲
てつ

 治
はる

（内線２０４） 

岩手県の復興道路・復興支援道路は、東北横断自動車道釜石秋田線

（釜石-花巻間）が平成 31 年 3 月 9日、三陸沿岸道路 気仙沼-宮古間

が令和元年 6月 22 日に、１本の高速道路で結ばれました。 

この度、開通から概ね１年の効果と交通状況の変化についてお知ら

せ致します。 
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内陸(利⽤企業地域) 沿岸(利⽤企業地域)
県外(利⽤企業地域) コンテナ取扱量

コンテナ取扱量
（TEU）

利⽤企業数・コンテナ取扱量過去最多

国際フィーダーコンテナ
定期航路開設（H23.7）

東北横断道開通
宮守〜東和（H24.11）
遠野〜宮守（H27.12）

※1

利⽤企業数
（社）

（年）

ガントリークレーン稼働（H29.9）
外貿コンテナ航路開設（H29.11）

動物検疫港に指定
（R1.8）

遠野市

釜石市

北上市

金ケ崎町

重要港湾
釜⽯港

4

45

283

283

107

456

397

396

456

花巻
空港IC

遠野IC

遠野住⽥IC

東和IC

宮守IC

滝観洞IC

吉浜IC

三陸IC
⼤船渡北IC

釜⽯北IC

⼤槌IC

⼭⽥南IC

⼭⽥IC

釜⽯仙⼈峠IC
釜⽯唐丹IC

釜⽯両⽯IC

釜⽯南IC

釜⽯中央IC

釜⽯JCT

江刺⽥瀬IC

花巻市

物流機能の向上によりコンテナ取扱量が過去最⾼に
◆釜⽯港のコンテナ取扱量、利⽤企業数が年々増加、令和元年も過去最⾼を記録。
◆内陸にある企業は、取扱量の約半数を釜⽯港を利⽤し、輸送コストや商品の安定供給を実現。
◆物流を担う企業は、輸送時間が短縮し、１⽇１往復から２往復が可能となり、ドライバーの負担軽減や輸送コスト削減を実現。

■内陸部と釜⽯港の物流ルート
<凡例>

東⽇本⼤震災以前開通区間
東⽇本⼤震災以降開通区間
H31.3以降開通区間

E46

E45

E4

■⽇⽤雑貨取扱い企業の声
・陸上輸送コストの低減と輸送時間短縮が
可能となったため、釜⽯港からの輸送を開始
しました。

・現在は取扱量の半分を釜⽯港で荷揚げを
しています。

・港から輸送拠点までの輸送環
境が整備されたことで、商品の
安定供給につながっています。

（R1.12 企業ヒアリング調査結果）

※企業ヒアリング調査結果より作成

釜⽯北IC
交差点北上流通センター

花巻市物流
センター

■花巻市に物流センターを持つ⼩売企業

■⾃動⾞部品の輸送を担う企業の声
・開通により、輸送時間が⽚道約30分短縮されました。1台で1⽇2往復も可能になり、⽣産性が
⾼まり、輸送コスト削減にもつながっています。 （R1.7 企業ヒアリング調査結果）

■釜⽯市に⽴地する物流企業

■釜⽯港利⽤企業数・
コンテナ取扱量の推移

資料︓釜⽯市※1︓H27は復興建設発⽣⼟の輸送分（2,066TEU）を除いた値

■釜⽯港利⽤企業数の⾃治体別変化
H24 R1

釜⽯港
利⽤企業が

拡⼤

凡例

１社

２社〜

４社〜

６社〜

青森県 青森県

岩手県 岩手県

E4 E4

E45

釜⽯港
E46

45 45

宮城県
宮城県

拡⼤ 拡⼤

E45

E46 E46

釜⽯港

資料︓釜⽯市

写真︓釜⽯JCT〜釜⽯中央IC間を⾛⾏するコンテナ⾞

321 460 
246 160
242 250
809 870 

0
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H30 R1

■⽇⽤雑貨取扱い企業の港別コンテナ取扱量の推移

（年度）（⾒込み）

（53％）

（29％）

（40％）

（30％）

（30％）

※2

開通後、約半数を
釜⽯港利⽤予定

（18％）

※1 ︓TEUとは20フィートで換算したコンテナ個数を表す単位
※2 ︓その他は東京港、仙台塩釜港、⼋⼾港
資料︓企業データ

※1
コンテナ取扱量

（TEU）

1.4倍

■北上流通センターまでのトラックドライバーのタイムスケジュールの変化

開通後

時間短縮により、
2便/⽇・台が可能

9時間勤務
（休憩含み）

釜⽯
物流拠点
（釜⽯北

IC交差点）

往路
(1時間30分)

北上流通センター

釜⽯
物流拠点
（釜⽯北

IC交差点）

※1便⽬の空コンテナを輸送
※2便⽬の空コンテナは翌⽇回収

釜⽯港
北上流通センター 釜⽯港

北上流通センター釜⽯港北上流通センター 釜⽯港

復路
(1時間30分)

翌⽇輸送
準備 等
(1時間)

往路
(2時間)

復路
(2時間)

往路
(2時間)

復路
(2時間)

連結・切離し
（20分）

※1便⽬の空コン
テナを輸送

連結・切離し
（20分）

連結・切離し
（20分）

※ヘッド部分のみ
※荷下ろしは流通

センターが実施

連結・切離し
（20分）

連結・切離し
（20分）

連結・切離し
（20分）

開通前、
開通後と

同様の輸送
を実施した
場合(想定)

釜⽯港 秋⽥港 その他

︓開通後の物流ルート

休憩
(1時間)

休憩
(1時間)

往路
(1時間30分)

復路
(1時間30分)

業務時間
超過、

翌⽇準備
を時間内
にできない

※ヘッド部分のみ
※荷下ろしは流通

センターが実施
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岩⼿県

⻘森県

久慈市

盛岡市

北上市

平泉町

⼋⼾市

秋⽥県

釜⽯市

気仙沼市

空⽩
地帯⾼速道路

沿線に
拠点を⽴地

内陸を経由して
関東⽅⾯へ運搬

E46

E45

E4

E4

E4 E45

E4A

⻘森県

秋⽥県
盛岡市

北上市

平泉町

岩⼿県

◆三陸沿岸の輸送事業は盛岡市や北上市等内陸拠点経由中⼼の物流から、東北縦貫道と三陸道、釜⽯道の２軸連携の物流へ変化。
◆⼤⼿輸送事業者は、復興道路・復興⽀援道路の供⽤を⾒越し、釜⽯・久慈・気仙沼営業所を開設。三陸道を軸とし、釜⽯道を内陸・

沿岸の連携軸とした業務を開始。釜⽯営業所の取扱量は、営業所開設当時から取扱量が倍増。

内陸中⼼の物流から三陸沿岸との２軸連携の物流へ

■道路整備による効果・期待
・釜⽯営業所では道路開通により、内陸を経由することなく三陸道ルートで関東⽅⾯への輸送が出来るよ
うになっています。

・宮古市エリアからの取扱量が増えています。輸送時間が短縮されたことで、集荷時間に余裕が出来るため
新たな顧客を回れるなど、ドライバーの業務効率化につながっています。

・三沿道全線開通後は内陸を経由する必要がなくなるため、中1⽇かかる配送が翌⽇に配送できるように
なるなど、輸送効率化が期待されます。

■H28年3⽉以前の出店エリアと輸送ルート

三陸沿岸地域は
空⽩地帯で

同業他社に依頼

︓⽀店・営業所
︓輸送ルート（沿岸）
︓輸送ルート（同業他社）

三陸沿岸地域進出の計画は以
前からあったが、⾼速道路がな
かったため踏み切れなかった。

■R1年6⽉時点の出店エリア・輸送状況

︓⽀店・営業所
︓輸送ルート

H29年5⽉ 気仙沼営業所 操業開始

500 

1,000 

0
200
400
600
800

1,000
1,200

釜⽯営業所
開設当時

現在
（R1.6）

（トン/⽉）

取扱量が
約2倍に

H28年3⽉ 釜⽯営業所 操業開始

※R1.6 物流企業ヒアリング

■釜⽯営業所の取扱量の変化

H28年3⽉ 久慈営業所 操業開始

関東⽅⾯へ

E45

E45

E46

E4

E46

E4A

E4

E4
E45

（H27.8,H29.5,R1.6 運送業者ヒアリング結果）
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岩⼿県
181t
19%

千葉県
117t
12%

宮城県
86t
9%三重県

72t
8%

徳島県
59t
6%

その他
433t
46%

◆岩⼿県ではあわびの収穫量が全国⼀位。⼤船渡市の⽔産事業者では、三陸沿岸で仕⼊れた出荷に適したサイズのあわびを三陸沖の
海⽔で蓄養※し、関東圏の⽣け簀を経由し、販売。

◆あわびの輸送は⽔槽で活きた状態で輸送するため、鮮度確保が重要であり、三陸道利⽤により安定的な輸送が実現出来ている。

岩⼿県が誇る三陸産あわびの鮮度を維持

▼全国収穫量(都道府県別)
あわび類（H29）

H29年
収穫量
合計
948t

資料︓H29海⾯漁業⽣産統計調査（農林⽔産省）

岩⼿県
出荷量
第1位

■道路整備による効果・期待
・⽣きた状態で⽔槽に⼊れてトラック輸送しており、鮮度が重要のため浜からは急いで輸送してい
ます。
・⽔槽⾞を使⽤しており、⽔のこぼれなどに気を付けながら⾛⾏しています。
開通区間ではきついカーブ等を避けて通れるようになったので⾛⾏時のストレスが少なくなり安
⼼感が増しました。
・関東⽅⾯への出荷時、志津川IC〜南三陸海岸ICなどの開通により、平成29年3⽉頃から東
北道から三陸道に経路を変更しました。開通による時間短縮で時間が読みやすくなりました。
・今後の全線開通により、遠⽅漁港への⼊荷頻度増加の期待や、鮮度維持による商品の付加
価値向上などが期待できます。

（R2.1企業ヒアリング結果）

輸送ルート
:開通前の出荷
:開通後の出荷
︓⼊荷

出展︓いわて⾷材倶楽部HP(岩⼿県農林⽔産部流通課)

あわび

洋野町

⼤船渡市
事業者

岩⼿県

宮城県

福島県

茨城県

三陸沿岸
各地から⼊荷

気仙沼市

・三陸沿岸の各漁港で
収穫されるあわびを集荷
し、⼤船渡市で蓄養
・関東圏の⽣け簀を経由
して出荷
・通年での出荷を可能と
し、市場価値が⾼い時
期に販売

急勾配・急カーブで⽔槽
⾞の⽔が溢れ、商品の
安定輸送に影響

開通により安定的な
輸送が可能に

■輸送イメージ図
トラック内に⼤型⽔槽を設置

※⽔槽⽤エアポンプ付き

【⼤船渡市内のあわび蓄養場の状況】

※蓄養とは、捕獲したあわびなどを⽣け簀で育
てること。

東京都中央卸売市場
（豊洲市場）

関東の⽣け簀
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▼輸送時間短縮による作業⼯程の変化（ウニ加⼯品の例）

◆釜⽯市内の⽔産加⼯業者では三陸沿岸各地からウニなどの⽔産品を⼊荷し、加⼯品を⽣産、出荷。
◆商品発送は所定時刻となっており、復興道路等の整備による輸送時間短縮によって、原料到着から商品発送までの作業⼯程が円滑化
し、⽣産性が向上している。

開通前

開通後

集荷
時間

購
⼊ 輸送 加⼯ 梱包輸送 発送

準備

資料︓企業ヒアリング調査結果
※開通前︓H30.7
開通後︓R1.7

購
⼊ 輸送 加⼯ 梱包輸

送
16:00

16:00

発送
準備

加⼯所 発送所

▼加⼯品の例

資料︓企業HP

▼⽣ウニ

■⽔産加⼯業者の声
・輸送時間短縮によって、原料の加⼯から商品発送までの物流がスムーズになり、原料
到着の待ち時間が減少し、作業効率が向上、残業時間の縮減につながっています。
・国道283号の混雑が⼤幅に解消したので、時間に余裕が⽣じ、品質の向上や⽣産
性の向上につながっています。

（R1.7 企業ヒアリング調査結果）

⽔産加⼯品の⽣産効率を向上

▼原料輸送ルートの例

冷凍庫
(気仙沼市)

洋野町

E45

E45

⽥野畑村

釜⽯市

【原料輸送の凡例】
:⼊荷時の輸送

E46

E46

E4Ａ

340

106

45

395

283

107

45

340

281340

455455

宮古市

岩泉町

⼭⽥町

⼤槌町

⼤船渡市

住⽥町

遠野市

野⽥町
久慈市

普代村

葛巻町

軽⽶町

九⼾村

⼀⼾町

E4

三陸沿岸
各漁港から

⼊荷

⼋幡平市
▼加⼯所から発送所への輸送

⾄ 仙台

⾄ ⻘森

釜⽯市

E45

E45

283

E46

⾄

秋
⽥
出典︓地理院地図に所在地等を追記して掲載

発送所
釜⽯JCT

釜⽯中央IC
加⼯所

釜⽯
市役所

釜⽯駅
45

■気仙沼市〜釜⽯市
H22 :約90分
R1 :約70分
開通後 :約60分

■洋野町〜釜⽯市
H22 :約230分
R1 :約180分
開通後:約130分

※所要時間
平成27年度全国道路・
街路交通情勢調査
(⾮混雑時旅⾏速度上
下平均)
・市町村間
・開通区間は規制速度
(70、80km/h)を使⽤
・10分まるめで表⽰

整 備 前
国道283号

通過交通と
沿道利⽤が

混在

整 備 後
国道283号 E46

通過交通が転換

■⽥野畑村〜釜⽯市
H22 :約130分
R1 :約100分
開通後:約 70分

【道路の凡例】
:震災以降開通
（H23.3以降）
:震災以前開通
:未開通区間

釜⽯市内国道283号の混雑状況

H23.8⽉撮影

写真

余裕時間 余裕時間

輸送時間短縮 余裕時間により作業効率向上
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0

500

1000

1500

H28 H29 H30 R1

◆三陸道、釜⽯道の接続により、沿線の観光地や道の駅では来客者増など活性化。
◆花巻空港の国際定期便就航と⾼速交通網の相乗効果で観光地ではインバウンドが倍増、今後、沿岸部を巡る周遊観光についても期待。
◆交流⼈⼝拡⼤に向け、復興道路･復興⽀援道路を契機とした観光誘客の取組みも実施、観光振興を⽀援。

【滝観洞】

復興道路･復興⽀援道路沿線「道の駅」と観光振興

■滝観洞IC出⼝に設置された案内板(H30.12)

■道の駅 さんりくのコメント
・トイレ改修と道路開通の効果で⼊込客数、売上額が増加。以前よりも観光
バスの⽴ち寄りが増え、1⽇の売上額は約20万円増加しています。

・開通前は通過の懸念があったため、広報活動やトイレ改修等の取組みを進め
ていましたが、ICへのアクセス性がメリットとなっています。 （R1.9 ヒアリング結果）

■滝観洞⼊洞者数の推移

9,126 8,614 9,162 
10,788 

0

5,000

10,000

15,000

H28 H29 H30 R1
資料︓住⽥町観光協会

(⼈)

※
(年)

H22年以来、
9年ぶりに1万⼈突破!

釜⽯JCT
周辺開通

■沿線の道の駅の売上と⼊込客数の推移

資料︓住⽥町ナビHP資料︓岩⼿県観光協会
■照明リニューアル（H30.12）

■滝観洞 管理事業者のコメント
・釜⽯JCT周辺区間の開通により、⼊洞者数が増加
しています。
・道路整備による⼊込増加を⾒越して、洞内のライト
アップや案内看板の新設を進めてきた。これも増加の
要因となっています。

・宣伝チラシの配布範囲について、開通後は通常の地
域の他に内陸部の北上市や花巻市にも実施し、宣
伝広告に⼒を⼊れました。

（R1.12 ヒアリング結果）
※R1:10⽉末

＜売上＞ ＜⼊込客数＞(百万円)

資料︓道の駅(とうわ、遠野⾵の丘、釜⽯仙⼈峠、さんりく、やまだ)の1〜12⽉の合計

893 846 865 871 

165 160 147 142
144 141 148 180
73 66 65 81
87 70 78 85

1,361 1,283 1,302 1,359 

0

500

1000

1500

H28 H29 H30 R1
遠野⾵の丘 やまだ さんりく 釜⽯仙⼈峠 とうわ

(千⼈)

【道の駅の取り組み】
【道の駅 さんりく】 ・トイレ改修（H30.6）

(年) (年)

■遠野ふるさと村のコメント
以前は花巻温泉を通じた予約が多かったで
すが、最近は現地（台湾）のエージェントか
らの直接予約が増えています。⼊込客数も
増加しており、道路開通が要因の⼀つと
なっています。 （R1.10 ヒアリング結果）

■旅⾏事業者のコメント
H30年8⽉の台湾-花巻間の国際定期便
就航や道路開通もあり、沿岸部を巡る旅程
が出てきています。

（R1.9 ヒアリング結果）

■遠野ふるさと村の⼊館者数の推移
(4-8⽉合計) 外国⼈⼊館者数は

H30年⽐ で約2倍

167 193 154 177 
369 353 4 62 239 389 175 

705 

171 255 
393 

566 544 

1,058 

0

300

600

900

1,200

H26 H27 H28 H29 H30 R1
資料︓遠野ふるさと村

外国⼈
⼊館者数

(⼈)

台湾からの外国⼈
⼊館者数(⼈)

台湾以外からの外国⼈
⼊館者数(⼈)

H30.8花巻空港初となる
国際定期便就航

吉浜IC三陸IC

釜⽯両⽯IC

花巻空港

宮守IC

東和IC

遠野IC

遠野
住⽥IC

江刺⽥瀬IC

遠野道路
釜⽯道路

釜⽯
仙⼈峠IC

釜⽯南IC

釜⽯
唐丹IC

釜⽯JCT
釜⽯中央IC

釜⽯北IC
⼤槌IC

⼭⽥南IC

滝観洞IC 釜⽯両⽯IC
〜吉浜IC

道の駅
遠野⾵の丘

道の駅さんりく

道の駅とうわ

滝観洞

道の駅やまだ

⼭⽥南IC
〜釜⽯北IC

⼭⽥IC

橋野鉄鉱⼭
[世界遺産]

えさし藤原の郷

花巻温泉郷

釜⽯⼤観⾳

碁⽯海岸

浄⼟ヶ浜

シープラザ釜⽯

種⼭ヶ原

猊⿐渓

⾦ヶ崎城内諏訪⼩路

船越半島⼤釜崎

遠野ふるさと村

中尊寺
[世界遺産]

道の駅
釜⽯仙⼈峠

北上市⽴公園
展勝地

E46

E45

E4

E4

遠野市

釜⽯市

北上市

奥州市
4

45

283

340

107

397

456

396

住⽥町

⼤船渡市陸前⾼⽥市⼀関市

平泉町

花巻市 ⼤槌町

⼭⽥町

宮古市

盛岡市
106

陸前⾼⽥IC

陸前⾼⽥
⻑部IC

通岡IC
⼤船渡碁⽯海岸IC

⼤船渡IC

⼤船渡北IC

⼭⽥北IC

宮古南IC

⾄ ⻘森

⾄ ⻘森

【凡例】
:H30年度以降開通区間
:開通区間
:主要観光地

※主要観光地は、⾃治体観光協会、⾃治体統計書等に掲載
の主要観光地点等を参考に、花巻市、北上市、⾦ヶ崎町、
奥州市、平泉町、⼀関市、遠野市、住⽥町、釜⽯市、⼤
船渡市、⼭⽥町、宮古市に⽴地するものを抽出。⾄ 仙台 ⾄ 仙台 道の駅⾼⽥松原
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ラグビーワールドカップ2019TM釜⽯開催 円滑な観客輸送を実現
◆⼤会当⽇は約1.4万⼈が来場、事前登録の「バス輸送システム」を約半数の7千⼈が利⽤して、復興道路等を通⾏し滞りなく送迎。
◆三陸道・釜⽯道の開通は、約5〜7割の⽅が認識しており、「早く到着した」等、三陸沿岸地域の近さを実感する声が寄せられた。
◆⼤会当⽇の交通量は平⽇とほぼ同等で、⾼規格道路と並⾏国道が適切に分担してバス輸送を⽀え、円滑な観客輸送が実施された。

E46

⼭⽥南IC

釜⽯JCT
釜⽯
仙⼈峠IC

滝観洞IC

E45

⼭⽥町

釜⽯市

⼤槌町

⼤船渡市

⼤槌IC

釜⽯中央IC

釜⽯唐丹IC

釜⽯南IC

吉浜IC

釜⽯北IC

釜⽯両⽯IC

E45

45

283

45

釜⽯鵜住居復興
スタジアム

平⽥
駐⾞場

⼤槌駐⾞場

ファンゾーン

※12時間交通量（7時〜19時）
W杯当⽇︓R1.9.25(⽔)、
平⽇平均︓R1.9.24(⽕)・26(⽊)

の２⽇間平均

【釜⽯中央IC〜釜⽯両⽯IC】

110 101

85 95

195 196

0

50

100

150

200

250

平⽇平均 Ｗ杯当⽇

(百台/12h)

1.10

三沿道
割合増

変化なし

0.68

【釜⽯JCT〜釜⽯仙⼈峠IC】

73 68

67 84

140 152

0

50

100

150

200

平⽇平均 Ｗ杯当⽇

(百台/12h)

釜⽯道
割合増

約１割
増加

0.60

0.82
⼀ノ関駅

いわて花巻空港

盛岡駅

⽔沢江刺駅

盛岡南IC

東和IC

宮古中央IC
宮古駅

盛駅

遠野運動公園 ⼤槌町役場
職員駐⾞場

平⽥駐⾞場
江刺⽥瀬IC

北上駅

⼤槌IC

釜⽯唐丹IC

遠野住⽥IC

1

2

4

5

6

7

1
2

3

8

釜⽯北IC 釜⽯鵜住居復興
スタジアム

釜⽯駅釜⽯市

【⼤槌IC〜⼭⽥南IC】

23 23

58 57

81 80

0

50

100

150

平⽇平均 Ｗ杯当⽇

(百台/12h)

変化なし

0.41

0.24

■三陸道と釜⽯道、
並⾏国道の交通量

■来場者数及びライナーバス等の乗⾞数

拡⼤図
（釜⽯市街）

ライナー
15%

P&R
24%

シャトル
11%

その他
50%

来場者
14,025
⼈

【来場時の交通⼿段】

《766⼈⇨21台》

《424⼈
⇨10台》
新花巻駅

3

《374⼈
⇨9台》

《158⼈⇨4台》

《115⼈⇨3台》

《107⼈
⇨3台》

《876⼈⇨18台》 《518⼈⇨6台》

《2020⼈⇨45台》

■来場者の道路整備状況への認知度・道路を利⽤した感想
【三陸道・釜⽯道の整備状況の認知度】 【ライナーバスで三沿道と釜⽯道を利⽤した感想】

87％

62％

40％

0 20 40 60 80 100

思ったより早く到着した
予定通りに到着した

揺れが少なく快適だった
景⾊を眺められ快適だった

快適でまた来たいと思った

有効回答数︓162⼈

様々な好印象の感
想を４割以上の来
訪者が感じていた

出典︓復興道路・復興⽀援道路に関するアンケート調査結果（南三陸国道事務所）

65％

48％

29％

0 20 40 60 80 100

釜⽯道の開通を知っていた

三陸道の開通を知っていた

開通した事を知らなかった

総回答数︓338⼈

※鉄道、団体バス、
タクシー等で来場

資料︓岩⼿県⽂化スポーツ部ラグビーワールドカップ2019推進室 提供

1
2

釜⽯市⺠
ホール

シープラザ
釜⽯

この地図は、国⼟地理院発⾏の「数値地図200000」を使⽤したものである

⾄ 鵜住居駅前バスターミナル

釜⽯駅

《716⼈
⇨22台》 《851⼈

⇨18台》

《71⼈⇨2台》

0.68,1.10等の数字表記

凡 例

三陸道・釜⽯道
国道45号・国道283号

〈交通量〉

〈混雑度〉

凡 例

︓ ライナーバス1 8〜
︓ P＆R駐⾞場1 3〜
︓ シャトルバス1 2〜

●●⼈
■■台

︓ 乗客者数
︓ バス台数

（往路）

※
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花巻
温泉郷
１４％

宮沢賢治記念館
２％

道の駅
遠野⾵の丘
２２％

浄⼟ヶ浜
４％

釜⽯⼤観⾳
４％

⾼⽥松原津波
復興祈念公園

４％

⿂河岸テラス
７％

鉄の歴史館
４％

碁⽯海岸
６％

シープラザ釜⽯
１７％

道の駅
釜⽯仙⼈峠
７％

平 泉
（中尊寺・⽑越寺等）

２％

釜⽯市⺠ホール
（ファンゾーン）

５０％

4

45

107

283

106

396

456

455

45

盛岡駅
106

釜⽯市遠野市

⼤船渡市

宮古市

盛岡市

花巻市

北上市

奥州市

⼀関市

陸前⾼⽥市

⿓泉洞
２％

■ワールドカップ開催時における観光施設の⼊込客増加

【凡例】

30％〜〜10％ 10〜30％

釜⽯鵜住居復興
スタジアム•R1.9.24-26の3⽇間に観光地に⽴寄った観戦者数の割合

道の駅 遠野⾵の丘での⽴ち寄り休憩

観戦者の観光周遊経路

◆ラグビー観戦者は釜⽯市内の観光の他、浄⼟ヶ浜や碁⽯海岸、花巻温泉や平泉等を広く⽴ち寄り、周遊は復興道路等を利⽤。
◆開催⽉の観光地の⼊込客は、釜⽯市街地や道の駅で前年⽐約30％の増加、浄⼟ヶ浜で約60％の増加であった。
◆「快適でまた来たい」とリピート観光の感想の他、観戦以外の動機では「復興した姿を⾒たい・盛り上げたい」など復興⽀援の関⼼が⾼い。
■ワールドカップ観戦者の試合当⽇、前後⽇に訪れた観光地

【ラグビー観戦以外の主な来訪動機への回答】
■ワールドカップ観戦を契機とした来訪の動機付け・移動時の感想

5.2
7.5

4.0
4.41.3

2.3
1.4

1.8
1.5

1.4

0

5

10

15

20

H30.9 R1.9

シープラザ釜石 釜石大観音 ミッフィーカフェ

鉄の歴史館 橋野鉄鉱山

約13.4千⼈

約17.4千⼈
約30%増

出典︓復興道路・復興⽀援道路に関するアンケート調査結果（南三陸国道事務所）

2,495 

4,023 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H30.9.25‐27 R1.9.24‐26

(千⼈)

【浄⼟ヶ浜の⼊込客数】【釜⽯市主要観光地の⼊込客数】

資料︓宮古市

(⼈)

約61%増

（試合当⽇、前後⽇の３⽇間）

5,631 

7,140 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H30.9 R1.9

【道の駅釜⽯仙⼈峠の⼊込客数】

(⼈)

約27%増

資料︓道の駅資料︓釜⽯市（新規施設含まず）

83％

23％

21％

0 20 40 60 80 100

復興状況を⾒に来たかった

⾼速道路で移動時間が短い

試合前後で周辺を観光する

対象回答数︓175⼈

【バス輸送の利⽤者が訪れる予定の観光地】

88⼈

15⼈

13⼈

15⼈

25⼈

25⼈

24⼈

15⼈

0 20 40 60 80

釜⽯市

宮古市

⼤船渡市

陸前⾼⽥市

遠野市

盛岡市

花巻市

北上市 複数回答数︓220⼈

内陸地域への観
光周遊ニーズも
多く回答された

三
陸
沿
岸
地
域

内
陸
地
域

【観戦者の位置情報に基づく主な観光周遊先の分布図】

《 動機や感想の⾃由意⾒など 》
釜⽯や鵜住居スタジアムに向けて、頑
張った⽅々を応援したかった。
釜⽯を盛り上げたかったから。

適宜なトイレ休憩に感謝。
※「快適でまた来たいと思った」
などリピート観光客が期待で
きる感想も多く寄せられた。

ラグビーワールドカップ2019TM釜⽯開催 周遊観光の状況

施設の○％は周遊観光者サンプル数(合計)との割合

（サンプル︓N=199）

【資料】
•ラグビーW杯試合観戦者のプロファイル
パスポートデータ
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交通状況
◆三陸沿岸道路 気仙沼〜宮古間は最⼤13,700台/⽇が利⽤。並⾏する国道45号と合わせた断⾯交通量はH22⽐で1.1〜1.3倍。
◆東北横断⾃動⾞道釜⽯秋⽥線（釜⽯〜花巻）では最⼤10,200台/⽇が利⽤。釜⽯市内の国道283号交通量は約4割減少。
◆釜⽯市の国道45号及び国道283号では主要渋滞箇所２箇所が特定解除予定、国道283号の市街地部で約5km/hの速度向上。

▼三陸沿岸道路・東北横断⾃動⾞道釜⽯秋⽥線(釜⽯〜花巻)と国道283号・国道45号の交通量変化
H22 R1

宮古市

⼭⽥町

⼤槌町

釜⽯市

陸前
⾼⽥市

気仙沼市

遠野市花巻市

10,500 

H22︓H22道路交通センサス
R1︓⾞両感知器データ（R1年10⽉平⽇平均）【出典】

「断⾯交通量情報」（公益財団法⼈⽇本道路交通情報センター）
（http://public-data.jartic-raws.durasite.net/opendata.html）（R1年10⽉平⽇平均）
「断⾯交通量情報」（公益財団法⼈⽇本道路交通情報センター）
（http://public-data.jartic-raws.durasite.net/opendata.html）を加⼯して作成

2,200 

4,100

5,600

宮古市

⼭⽥町

⼤槌町

釜⽯市

⼤船渡市

陸前
⾼⽥市

気仙沼市

遠野市花巻市

13,700

12,100

5,500

9,700

10,200 8,400

6,000

（台/⽇） （台/⽇）

8,900

▼主要渋滞箇所と速度の変化

25.0 
30.1 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

開通前 開通後

（km/h）

km/h

km/h

資料︓ETC2.0様式2-3、10⽉平⽇
平均、8時台、上下平均
（国道283号、釜⽯中央IC
〜松原交差点）

・開通前 H30年
・開通後 R1年

▼釜⽯市街地の速度変化

E45

釜⽯中央IC
前交差点

45

283

速度算出区間

国道283号市街地部で
約5km/h向上

松原
交差点

⼤渡橋南
交差点

⾄

秋
⽥

⾄ 仙台

⾄ ⻘森

釜⽯市

■主要渋滞箇所 2箇所
R2.3特定解除予定

＜松原交差点、⼤渡橋南交差点＞

資料︓出典︓地理院地図に所在地等を追記して掲載

45

45

45

13,100

19,600

16,400

283

45

45

16,700

12,100

13,000

16,60025,900

⼤船渡市

※釜⽯市中妻町

※釜⽯市両⽯町

※⼤船渡市⼤船渡町

※宮古市神林

※通岡IC〜⼤船渡碁⽯海岸IC間

※⼭⽥南IC〜⼭⽥IC間

※宮古南IC〜宮古中央IC間

※釜⽯仙⼈峠IC
〜滝観洞IC間

※釜⽯市住吉町

※釜⽯市両⽯町

※⼤船渡市⼤船渡町

※宮古市神林

※唐桑南IC〜唐桑⼩原⽊IC間

※釜⽯両⽯IC〜釜⽯北IC間

※⼭⽥南IC〜⼭⽥IC間

※宮古南IC〜宮古中央IC間

※宮守IC〜
江刺⽥瀬IC間

※通岡IC〜⼤船渡碁⽯海岸IC間

283

※吉浜IC〜釜⽯南IC間

5,000 ※⼤船渡碁⽯海岸IC〜⼤船渡IC間 7,300 ※⼤船渡碁⽯海岸IC〜⼤船渡IC間

9,100※釜⽯中央IC〜釜⽯両⽯IC間

※三陸道と並⾏する国道45号の
断⾯を表⽰する区間を⽰す

※釜⽯仙⼈峠IC
〜滝観洞IC間

※R1 国道283号釜⽯市住吉町の交通量の出典
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